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ーは，社会科の発展をNEA, AH A, および全米社会科協議会 (NCSS)などの社会科委員
会や社会諸科学団体の提案・勧告からその歴史を跡づけようとする解釈である。このタイプの研
(5) 





らえその歴史を説明しようとするものである。 「社会統制」 「社会秩序の維持」 「経済発展のた
めの労働力の供給」の手段として， 「効率的な市民的資質の育成」をこの教科が担ってきたとす
(7) 























1870,..__,1920年代の市民教育を「現代化のシピックス」 (The Civics of Mode1ni-
(~) 








この委員会について， M.Lyba1 gerは次のようにその性格を分析する。 彼は，当委員会の







性」 (Social efficiency) であったとする。また， (l)この委員会の主翌な構成員であった
(1) 
A.w.Dunn, J.L.Barnard,F.W.Car1ier, C. Kingsly が「全国都市連盟」 (The









たと言えるc たとえば， R. トライヨンは市民教育に最も関連のある「シピックス」の変遷を
(13) 
次のように跡づけるc すなわち，政治学的内容・教材• 教科書は， 「米国憲法時代」 (1860
年以前）一→ 「政治学の初歩・米国憲法の教授が中心で統合的科目として不充分な時代」(,..__,
1 8 9 7年）一シ「憲法中心から政治学の基本的知識や政治機構の学苫へとその内容が輻広いも
のになっていく， civil government(科目名）の時代」 ("-1915年）一シ「commun1一



































































＜内容＞一①健康 ②生命財産の保護 R余暇 ④教育 ⑤ civic beauty ⑥財産








〔C〕 「民主主義の諸問題」 (Pr o b I ems o f Ame r i c an D em o c r a c y~ 
この科目は高校の最終学年（第 12学年）に置かれた市民的資質訓練のための「経済的・社



































(3) 「反省的思考」中心カリキュラム•…••このカリキュラムは， L. E. メトカフ， M.P.ハント

























































































(1) この報告書では，①健康 ②基礎的技術の制御（通信や計算の） ③価値ある家族構成員
④職業 ⑤市民的資質 ⑥余暇の有効な利用 ⑦倫理的性格 の七つが中等教育の目的とされ
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learning : A Rationale for Citizenship Education in American Schoo-
Is』 Phi Delta Kappa Education Fundation, 1980を参照
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(lO)M. Lyba 1 ge r 「Origins and Rationale of The Early Social Studies 
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Ulこの連盟は 19 1 5年に以下の諸点について報告した。 （前掲書R.E. トライヨンの研究を
参考）①道徳教授の要求 ②シピックスの授業の時間配分 R学級での活動 ④付随的ンピッ
クスの教授 ⑤体系的ンピックスの教授
⑫社会科学者集団の社会科教育への貢献は， Rich.aid 0. Peters「The Effects of The 
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